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戻
る
か
、
水
揚
げ
量
？

　
昨
年
の
水
揚
げ
は
数
量
で
震

災
前
の
七
割
、
金
額
で
九
割
ま

で
回
復
し
た
と
い
う
。
施
設
完

成
で
受
け
入
れ
機
能
は
整
う
が
、

水
産
加
工
業
関
係
者
に
よ
れ
ば
、

水
揚
げ
が
震
災
前
よ
り
大
幅
に

増
え
る
と
は
考
え
に
く
い
と
い

う
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
施
設
が
震

災
前
よ
り
も
大
き
く
な
っ
た
と

は
い
え
、
全
面
再
開
ま
で
に
四

年
半
以
上
も
経
過
し
た
こ
と
の

負
担
は
大
き
い
だ
ろ
う
。

　
震
災
直
後
か
ら
、
石
巻
ほ
ど

の
大
き
さ
を
持
た
な
い
他
の
魚

市
場
へ
水
揚
げ
を
変
更
す
る
漁

業
者
が
増
加
し
た
と
い
う
の
は

た
び
た
び
耳
に
し
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
漁
業
者
が
再
び
石

巻
魚
市
場
に
戻
っ
て
く
る
だ
ろ

う
か
。

　
ま
ず
は
そ
こ
が
第
一
の
課
題

で
あ
ろ
う
。

今
後
新
た
な
付
加
価
値
を�

�

ど
う
構
築
す
る
か
？

　
い
ま
で
は
す
っ
か
り
忘
れ
去

ら
れ
が
、
震
災
直
後
か
ら
言
わ

れ
て
き
た
こ
と
を
再
度
思
い
出

し
て
み
た
い
。

　
そ
れ
は
、
復
興
は
震
災
前
の

状
態
に
戻
す
の
で
は
な
く
、
新

ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
に
、
時
代
を

先
取
り
し
た
復
興
を
目
指
す
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
石
巻
魚
市
場
は
、
こ
の
目
標

に
照
ら
し
た
ら
ど
う
か
。

　
言
う
は
易
く
、
行
う
の
は
む

ず
か
し
い
の
は
百
も
承
知
で
あ

る
が
、
も
と
も
と
日
本
漁
業
が

抱
え
込
ん
で
い
た
、
消
費
者
の

魚
離
れ
、
市
場
の
長
期
低
迷
、

高
年
齢
化
な
ど
の
諸
課
題
を
、

こ
の
石
巻
魚
市
場
は
超
克
で
き

る
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
う
し
た
諸
課
題
が
重
く
の

し
か
か
っ
た
全
面
再
開
で
あ
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

撤去前の石巻魚市場　　2012 年 10 月

工事開始　　2012 年 10 月

【写真】 1 日から全面供用を開始した石巻魚市場の新施設

事務所機能は西棟の一部と合築された3階建ての管理棟に移行。学習、交流の場として

の役割もあり、2階の見学通路からは1階の荷さばき施設での業務が見学可能。展示コー

ナーは写真やタッチパネルが設置され、石巻の水産業について学べる。

1日朝の競り前に行われたセレモニーには、買受人ら100人以上が参加。市場開設者で

ある石巻市の亀山紘市長が「行政と魚市場が一体となり石巻の復興を世界にＰＲし、漁

船誘致や原魚確保に努める」とあいさつ。同魚市場の須能邦雄社長は地域の水産業者

で約5万トンに及ぶ在庫処理を行った震災直後からこれまでを振り返り、「今日で開場65年。

魚市場は皆さんの総力で立ち上がることができた」と感謝を込めた。

ハサップ認定には電動フォークリフトの整備や、生産者や買受人への利用法の周知、市

場職員によるコンピューター管理などクリアすべき点は多い。この日も販売情報を新設置

のモニターに映し出して入札を行ったが、市場職員は多少操作に慣れない様子。競りに

参加した買受人の1人は「利用法は慣れていくしかないが、何にせよ新施設の完成は喜

ばしい」と話していた。市場では高度衛生管理型運用の完全導入目標を来年9月に設定。

可能な部分から導入し、浸透を図っていく。

同魚市場の水揚げは震災前の22年に比べ、23年は数量・金額ともに2割ほどに落ち込ん

だが、施設の復旧に比例し、昨年は数量で7割、金額では9割ほどにまで回復。市場背後

地の水産加工業者は再開が7割ほどであり、全面供用開始によるこれらへの好影響が期

待されている。

東日本大震災で壊滅的な被害を受けた石巻魚市場の復旧工事が完了し、1日から全面

供用を始めた。震災から4年半を前に高度衛生管理型施設として待望の完全復旧を果た

した「魚のまち石巻」の象徴。市場関係者はその門出を三本締めなどで祝った。石巻市と

魚市場では今月26日に完成式典を開き、完全復活を内外に伝える。

同魚市場は震災後、4カ月間の休止を余儀なくされたが、平成23年7月に仮施設で水揚

げを再開した。改修事業の着手は25年8月で、仮施設と併用しながら完成部分から順次

供用を開始。今年8月に最後まで残っていた西棟と中央棟の一部が完成し、全面供用へ

とこぎつけた。

新荷さばき施設は鉄骨造一部4階建てで延床面積約4万6千平方メートル。西、東、中央

棟の3棟で、漁業種別にゾーン分けし、水揚げから出荷までの動線をそれぞれに確保し

た。これによって岸壁沿いに延びた上屋は876メートルと直線距離では東洋一という長さ

に。旧施設と比べ約1.4倍となっている。建設の総事業費は約192億円で、国の補助金が

充てられた。

新施設の最大の特徴は高度衛生管理の世界基準ＨＡＣＣＰ（ハサップ）対応であること。

風雨や鳥の侵入などを防ぐ密閉型構造や入棟者のＩＤ管理などのほか、荷さばき場入口

のサニタリールームは手指殺菌をしなければ開扉しない仕組み。食の安全性向上によ

る高付加価値化や、海外輸出での販路拡大での「国際水産都市石巻」を目指す。

震災から実に 4 年半後の復活
9/1 から石巻魚市場供用開始

震災前の水揚げを取り戻すか？

秋
漁
が
始
ま
る
こ
の
九
月
一
日

に
本
格
稼
働
し
た
。

　
規
模
は
、
屋
根
付
き
岸
壁
を

備
え
た
三
棟
で
、
延
べ
床
面
積

四
万
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

震
災
前
の
一
・
四
倍
。
水
産
物

の
海
外
輸
出
に
対
応
で
き
る
よ

う
高
度
衛
生
管
理
を
導
入
し
た

最
新
鋭
の
施
設
に
生
ま
れ
変
わ

る
と
い
う
が
、
運
営
経
費
の
増

加
が
大
き
な
課
題
と
な
る
だ
ろ

う
と
の
推
測
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
施
設
の
延
長
は
「
日
本

一
」
と
言
わ
れ
た
震
災
前
の

六
百
五
十
メ
ー
ト
ル
を
上
回
る

東
西
八
百
七
十
六
メ
ー
ト
ル
で

「
東
洋
一
」
に
な
る
よ
う
だ
。

　
建
設
費
補
助
の
条
件
で
、
石

巻
魚
市
場
の
総
事
業
費
百
九 

十
二
億
円
は
国
が
負
担
す
る
。

　
規
模
拡
大
と
空
調
管
理
の

導
入
で
、
震
災
前
は
年
間
約

千
五
百
万
円
だ
っ
た
電
気
代
も

二
～
三
倍
に
膨
ら
む
可
能
性
が

あ
る
よ
う
だ
。

よ
う
や
く
完
成
し
た�

�

東
洋
一
の
石
巻
魚
市
場

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
再

建
中
の
石
巻
魚
市
場
が
完
成
し
、

hibi‐ net
石巻日日新聞記事（９/１）より

『石巻魚市場供用開始

震災から4年半完全復活』
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ホームセンターに駐車する工事関係車両

広野町の火力発電所の煙突広野町の火力発電所入り口看板
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福島―富岡町・楢葉町レポート ②
楢葉町、9/5の避難指示解除ですぐにも
帰還が可能だというが、本当に帰れるの
か？　住めるのか？生活出来るのか？

【現地取材の連載レポート　　その②】

楢
葉
町
は
避
難
指
示
解
除

　

大
手
新
聞
社
の
ニ
ュ
ー
ス
に

よ
れ
ば
、
政
府
の
原
子
力
災
害

対
策
本
部
（
本
部
長
・
安
倍
晋

三
首
相
）
は
九
月
五
日
午
前
零

時
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

事
故
で
全
域
避
難
と
な
っ
た
福

島
県
楢
葉
町
の
避
難
指
示
を
解

除
し
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

そ
の
根
拠
と
し
て
国
は
「
年

間
被
ば
く
量
が
帰
還
の
目
安
の

20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
下
回
る

こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
」
と
し

て
、
町
や
住
民
ら
と
の
協
議
を

経
て
、
解
除
を
決
定
し
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

解
除
は
三
例
目
で
、
全
域
避

難
し
た
県
内
七
町
村
で
は
初
め

て
と
の
こ
と
。

　

国
は
今
後
、
楢
葉
町
を
拠
点

に
沿
岸
部
に
広
が
る
避
難
指
示

区
域
の
除
染
や
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
進
め
る
と
い
う
。

帰
還
希
望
調
査
で
は
？

　

一
方
、
放
射
線
へ
の
不
安
や

病
院
な
ど
の
生
活
基
盤
の
不
備

な
ど
か
ら
、
す
ぐ
に
帰
還
す
る

住
民
は
約
七
三
〇
〇
人
の
う
ち

一
割
に
満
た
な
い
と
み
ら
れ
、

町
再
生
へ
の
道
の
り
は
険
し
い

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

復
興
庁
が
昨
年
十
月
実
施
し

た
帰
還
意
向
調
査
で
は
、「
す

ぐ
に
戻
る
」「
条
件
が
整
え

ば
戻
る
」
と
答
え
た
町
民
は

四
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
う
ち

帰
還
時
期
を
避
難
指
示
解
除
か

ら
「
一
年
以
内
」
と
答
え
た
人

は
三
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。

し
か
し
、
今
年
四
月
に
始
ま
っ

た
「
準
備
宿
泊
」
に
登
録
し
た

町
民
は
約
七
八
〇
人
に
と
ど
ま

っ
た
。

　

十
七
年
四
月
に
同
県
い
わ
き

市
の
仮
設
校
か
ら
町
に
戻
る
町

立
小
中
学
校
に
「
通
学
す
る
」

と
し
た
児
童
生
徒
数
も
、
町
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
就
学
対
象

者
の
七
％
し
か
な
い
と
い
う
。

楢
葉
町
の
位
置
と
状
況

　

楢
葉
町
は
、
前
号
で
取
り
上

げ
た
富
岡
町
の
南
側
に
位
置
す

る
。
福
島
第
一
原
発
を
基
点
に

位
置
関
係
を
整
理
す
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。

　

福
島
第
一
原
発
は
、
福
島
県

東
部
の
太
平
洋
沿
岸
部
の
大
熊

町
の
北
端
に
位
置
す
る
。

　

大
熊
町
の
南
は
、
前
号
で
取

り
上
げ
た
富
岡
町
で
あ
る
。
こ

の
富
岡
町
は
現
在
、
除
染
作
業

の
真
っ
最
中
で
あ
り
、
町
内
の

あ
ち
こ
ち
に
除
染
作
業
で
削
ら

れ
た
土
壌
等
を
詰
め
込
ん
だ
大

き
な
黒
色
の
袋
が
山
の
よ
う
に

積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
当
然
、

こ
の
町
に
人
は
住
め
な
い
。
放

射
能
線
量
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
富
岡
町
の
南
に
あ
る
の

が
楢
葉
町
で
あ
る
。

　

こ
の
楢
葉
町
の
除
染
も
終
わ

り
、
放
射
線
量
も
人
が
住
め
る

ほ
ど
に
低
下
し
た
た
め
、
避
難

指
示
解
除
と
な
っ
た
の
だ
。

町
の
生
の
声

　

今
回
の
取
材
で
、
若
干
名
だ

が
、
避
難
民
の
生
の
声
を
聞
い

て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
線
量
が
低

く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す

ぐ
に
戻
る
に
は
様
々
な
課
題
が

あ
り
、
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。

　

特
に
仕
事
で
あ
る
。
当
然
な

が
ら
、
楢
葉
に
仕
事
が
な
け
れ

ば
戻
れ
な
い
。

　

他
に
も
、
帰
還
す
る
人
が
少

な
け
れ
ば
住
む
に
は
怖
い
し
、

犯
罪
も
多
い
、
病
院
も
建
設
は

こ
れ
か
ら
と
い
う
し
、
学
校
再

開
も
こ
れ
か
ら
、
店
も
住
人
が

少
な
け
れ
ば
再
開
し
な
い
し
、

生
活
す
る
上
で
の
不
便
は
覚
悟

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ

と
生
活
者
目
線
で
政
策
を
出
し

て
欲
し
い
、
と
。

　

至
極
も
っ
と
も
な
話
で
あ
る
。

　

筆
者
は
さ
ら
に
突
っ
込
ん
で

聞
い
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な

本
音
が
飛
び
出
す
。

楢葉町役場と 【ここなら商店街】

楢葉町コミュニティーセンター

　

国
は
と
に
か
く
原
発
問
題
が

前
進
し
て
い
る
と
宣
伝
し
た
い

の
で
、
居
住
者
の
こ
と
は
二
の

次
で
、
帰
還
を
強
引
に
進
め
る

た
め
、
補
助
金
カ
ッ
ト
を
ち
ら

つ
か
せ
た
り
す
る
と
い
う
話
ま

で
あ
る
、
と
。

　

住
民
に
と
っ
て
は
、
原
発
一

次
被
害
に
続
く
、
避
難
に
よ
る

二
次
被
害
、
帰
還
に
伴
う
三
次

被
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

広
野
町
の�

�

火
力
発
電
所
の
煙
突

　

楢
葉
町
の
さ
ら
に
南
に
隣
接

す
る
広
野
町
に
は
火
力
発
電
所

が
あ
る
。

　

そ
の
二
本
の
煙
突
が
、
な
ぜ

原
発
と
い
う
人
類
に
は
制
御
不

能
の
技
術
に
無
謀
に
も
突
進
せ

ず
に
、
火
力
ま
で
で
止
ま
ら
な

か
っ
た
の
か
と
問
い
か
け
て
い

る
よ
う
に
も
見
え
て
、
結
果
的

に
は
皮
肉
た
っ
ぷ
り
の
風
景
と

な
っ
て
い
る
。

―　

続　

―
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2/12 日本橋開催

4/10 日本橋開催

7/11 渋谷開催 5/16 渋谷開催

12/18 日本橋開催6/11 日本橋開催

【イワシのフライ】

第１３回 水産業再興のため

　　　  の料理レシピ紹介

「イワシのフライ」 （完成）

 

【イワシのフライ】 
  

秋は、脂ののったプリッとした 
イワシのフライをおすすめします。  

 

ーー 作り方 ーー 
 

① イワシを指で中骨をとり、手開きをします。 
② 開いたら、骨のある腹筋を包丁で削ぎます。 
③ イワシを洗い、水気をとり塩、コショウをします。 
④ 小麦粉をはたき、溶き卵をくぐらせてパン粉を 
     つ けたら、揚げ油でカラッと揚げます。(170〜 
     180℃) サクサクをいただきます。 

 
新鮮なイワシイワシを開いたところ

東
北
地
酒
の
季
節
到
来
！

過
去
の
地
酒
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
紹
介

郷土料理愛好家　
　　　　松本由美子氏

暑い夏も、長雨も終わり、
急に涼しい秋となりまし
た。そこで、プリッとし
た新鮮なイワシのフライ
も良いですね。揚げたて
のさくさくフライでビー
ルもよし、日本酒もよし
です！！
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若
の
里
と
い
う
力
士

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
若
の
里
」

で
あ
る
。
と
言
っ
て
も
こ
の
若

の
里
、
決
し
て
派
手
さ
は
な
か

っ
た
の
で
、
相
撲
好
き
以
外
に

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
青
森
県
弘
前
市

出
身
の
39
歳
。
７
月
の
名
古
屋

場
所
を
終
え
た
後
、
引
退
し
た
。

　

青
森
は
東
北
き
っ
て
の
「
相

撲
王
国
」
で
あ
る
。
先
代
の
横

綱
若
乃
花
、
大
関
貴
ノ
花
を
始

め
、
若
の
里
の
師
匠
で
も
あ
っ

た
横
綱
隆
の
里
、
横
綱
旭
富
士
、

大
関
貴
ノ
浪
、
舞
の
海
、
安
美

錦
、
高
見
盛
な
ど
、
戦
後
だ
け

で
も
実
に
43
人
の
幕
内
力
士
を

輩
出
し
て
い
る
。

　

大
相
撲
の
平
均
引
退
年
齢
は

31
・
８
歳
。
若
の
里
の
よ
う
に

39
歳
ま
で
関
取
で
い
ら
れ
た
人

は
本
当
に
少
な
い
。
同
じ
く
名

古
屋
場
所
を
最
後
に
引
退
し
た

モ
ン
ゴ
ル
出
身
の
旭
天
鵬
は
40

歳
。
30
代
後
半
に
な
っ
て
も
現

役
で
相
撲
を
取
り
続
け
た
こ
の

２
人
は
角
界
の
「
レ
ジ
ェ
ン

ト
」
と
呼
ば
れ
た
。

　

若
の
里
と
同
じ
昭
和
51
年
生

ま
れ
の
力
士
と
し
て
は
、
千
代

大
海
、
栃
東
、
琴
光
喜
の
３
人

の
大
関
や
人
気
力
士
だ
っ
た
高

見
盛
が
い
て
、「
花
の
ゴ
ー
イ

チ
組
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、

若
の
里
は
そ
の
最
後
ま
で
残
っ

た
現
役
力
士
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
若
の
里
、
多
く
の
人
が

「
お
相
撲
さ
ん
」
と
言
わ
れ
て

思
い
浮
か
ぶ
姿
か
た
ち
に
一
番

近
い
身
体
を
し
た
力
士
だ
っ
た

と
思
う
。
特
に
上
半
身
の
首
か

ら
肩
ま
で
の
盛
り
上
が
っ
た
筋

肉
は
見
事
で
、
彼
の
「
力
」
を

実
感
さ
せ
た
。
事
実
、
角
界
き

っ
て
の
「
怪
力
」
と
し
て
知
ら

れ
、
真
っ
向
勝
負
で
横
綱
や
大

関
を
破
る
こ
と
も
た
び
た
び
だ

っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
白
鵬
が

横
綱
に
な
る
前
か
ら
の
カ
ウ
ン

ト
で
あ
る
も
の
の
、
前
人
未
踏

の
対
白
鵬
戦
６
連
勝
も
あ
る
。

そ
の
白
鵬
も
、
優
勝
し
た
名
古

屋
場
所
千
秋
楽
の
翌
日
の
会
見

で
、
若
の
里
の
こ
と
を
「
大
好

き
で
、
憧
れ
の
人
だ
っ
た
」
と

評
し
た
。

　

若
の
里
、
優
勝
こ
そ
な
か
っ

た
が
準
優
勝
は
２
度
、
十
両
優

勝
も
４
度
、
殊
勲
賞
、
敢
闘
賞

は
と
も
に
４
度
、
技
能
賞
も
２

度
あ
り
、
金
星
は
２
個
挙
げ
た
。

通
算
１
６
９
１
回
出
場
は
長
い

大
相
撲
の
歴
史
の
中
で
も
歴
代

５
位
、通
算
９
１
４
勝（
７
８
３

敗
１
２
４
休
）
は
同
じ
く
７
位
。

幕
内
在
位
87
場
所
は
同
じ
く
８

位
で
あ
っ
た
。
昭
和
以
降
最
長

の
連
続
19
場
所
三
役
を
務
め
る

な
ど
、
三
役
在
位
は
合
計
26
場

所
に
も
及
び
、
た
び
た
び
大
関

候
補
と
し
て
期
待
さ
れ
た
が
、

残
念
な
が
ら
大
関
に
は
届
か
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
間
違
い
な

く
「
名
関
脇
」
で
あ
っ
た
。

怪
我
か
ら
の
復
活

　

大
関
に
届
か
な
か
っ
た
そ
の

大
き
な
理
由
は
度
重
な
っ
た
怪

我
で
あ
っ
た
。
常
に
真
正
面
か

ら
の
勝
負
を
貫
き
、
ど
ん
な
場

面
で
も
決
し
て
力
を
抜
く
こ
と

が
な
か
っ
た
こ
と
の
代
償
か
、

度
々
大
き
な
怪
我
に
見
舞
わ
れ
、

怪
我
の
手
術
は
力
士
人
生
の
中

で
実
に
10
回
に
も
及
ん
だ
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
度
に
復

活
を
遂
げ
、
そ
し
て
39
歳
ま
で

関
取
で
い
た
若
の
里
の
こ
と
を
、

人
は
皆
「
鉄
人
」
と
呼
ん
だ
。

　

若
の
里
は
引
退
会
見
で
こ
う

言
っ
て
い
る
。

「
怪
我
さ
え
な
け
れ
ば
と
い
う

気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
怪
我

が
あ
っ
た
か
ら
、
こ
こ
ま
で
で

き
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
」

　

こ
の
言
葉
、
本
当
に
正
直
な

思
い
だ
っ
た
と
思
う
。
確
か
に

怪
我
が
な
け
れ
ば
も
っ
と
相
撲

を
続
け
て
い
ら
れ
た
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
怪
我
を

そ
の
度
に
乗
り
越
え
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
今
の
若
の
里
が
あ
っ

た
と
も
言
え
る
わ
け
で
あ
る
。

　

現
役
最
後
の
場
所
と
な
っ
た

名
古
屋
場
所
で
は
、
特
に
両
ひ

ざ
の
状
況
が
悪
く
、
歩
く
の
す

ら
や
っ
と
と
い
う
状
況
だ
っ
た

そ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も
15
日
間

で
４
つ
白
星
を
重
ね
た
。
ま
さ

に
気
迫
だ
け
で
も
ぎ
取
っ
た
最

後
の
白
星
だ
っ
た
。
仮
に
、
立

ち
合
い
で
変
化
す
る
な
ど
し
て

あ
と
２
つ
、
勝
ち
を
拾
え
れ
ば

十
両
に
も
残
留
で
き
、
引
退
は

し
な
い
で
済
ん
だ
。
し
か
し
、

若
の
里
は
最
後
ま
で
そ
う
し
た

相
撲
を
取
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
自
分
の
目
指
す
相
撲
で
な
い

こ
と
を
誰
よ
り
も
知
っ
て
い
て
、

そ
れ
を
貫
い
た
の
で
あ
る
。

「
土
俵
人
生
に
悔
い
な
し
」

　

角
界
に
入
門
し
て
初
土
俵
は

平
成
４
年
３
月
。
そ
こ
か
ら
実

に
23
年
半
に
及
ぶ
相
撲
人
生
で

あ
っ
た
。
引
退
会
見
で
そ
れ
を

振
り
返
っ
て
若
の
里
は
、「
毎

日
、
本
場
所
中
は
命
が
け
で
土

俵
に
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
だ
け
は
、
貫
い
て
き
た
」
と

言
い
切
っ
た
。「
命
が
け
で
」

と
い
う
言
葉
は
軽
々
に
出
て
く

る
言
葉
で
は
な
い
。
こ
の
人
は

本
当
に
本
物
の
力
士
だ
っ
た
の

だ
と
思
っ
た
。

　

朴
訥
と
語
る
そ
の
語
り
口
に
、

生
粋
の
東
北
人
の
姿
を
見
た
人

も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

土
俵
上
で
の
真
剣
な
眼
差
し

と
、
土
俵
の
外
で
見
せ
る
相
手

を
和
ま
す
よ
う
な
笑
顔
と
の
ギ

ャ
ッ
プ
も
印
象
的
で
、
彼
の
人

柄
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
っ

た
。「
強
く
て
優
し
い
お
相
撲

さ
ん
」
だ
っ
た
。

　

土
俵
上
で
は
決
し
て
感
情
を

顕
わ
に
し
な
か
っ
た
。
派
手
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
な
か
っ
た
。

「
勝
っ
て
お
ご
ら
ず
、
負
け
て

悔
し
が
ら
ず
」
が
信
条
だ
っ
た

の
は
「
相
手
に
失
礼
」
だ
か
ら

で
、
喜
び
も
悔
し
さ
も
我
慢
す

る
よ
う
に
自
ら
を
戒
め
て
き
た

そ
う
で
あ
る
。
こ
の
辺
り
に
も

東
北
人
ら
し
さ
を
感
じ
る
。

　

若
の
里
は
ま
た
、「
ず
っ
と

現
役
で
い
た
か
っ
た
が
、
悔
い

は
全
く
な
い
」
と
言
い
切
っ
た
。

こ
の
言
葉
、
相
撲
へ
の
愛
着
と
、

や
り
切
っ
た
人
だ
け
が
言
え
る

清
々
し
さ
を
感
じ
た
。

突
然
襲
っ
た
悲
劇

　

先
述
の
よ
う
に
、
７
月
の
名

古
屋
場
所
後
に
は
旭
天
鵬
も
引

退
を
表
明
し
た
。
旭
天
鵬
と
若

の
里
は
実
は
同
期
入
門
だ
っ
た
。

同
じ
時
に
入
門
し
た
二
人
が
同

時
に
引
退
す
る
と
い
う
の
も
、

実
に
不
思
議
な
縁
で
あ
る
。
し

か
し
、
意
外
に
も
二
人
は
一
緒

に
食
事
を
し
た
り
飲
ん
だ
り
す

る
こ
と
も
な
く
、
電
話
や
メ
ー

ル
も
し
た
こ
と
が
な
く
、
場
所

中
に
一
言
二
言
言
葉
を
交
わ
す

だ
け
の
間
柄
だ
っ
た
そ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
き

っ
と
互
い
に
通
じ
る
も
の
が
あ

っ
た
の
に
違
い
な
い
。
そ
こ
に

は
数
々
の
苦
難
を
そ
の
都
度
乗

り
越
え
て
、
人
一
倍
長
く
土
俵

に
上
が
り
続
け
て
き
た
者
同
士

が
分
か
り
合
え
る
も
の
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
の
旭
天
鵬
が
名
古
屋
場
所

の
千
秋
楽
を
終
え
て
早
々
に
引

退
を
表
明
し
た
の
に
対
し
て
、

若
の
里
は
な
か
な
か
引
退
を
表

明
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は

名
古
屋
場
所
後
に
行
わ
れ
る
夏

巡
業
に
参
加
し
た
か
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の

巡
業
、
若
の
里
の
故
郷
で
あ
る

青
森
で
も
２
日
間
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
現
役
力

士
と
し
て
最
後
に
故
郷
の
土
を

踏
ん
で
土
俵
人
生
を
終
え
た
か

っ
た
の
に
違
い
な
い
。

　
「
東
北
の
人
は
普
段
、
相
撲

を
生
で
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ

っ
て
本
当
に
巡
業
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
し
、
自
分
も
ず
っ
と

楽
し
み
に
し
て
い
た
」
と
、
若

の
里
は
語
っ
た
。
若
の
里
自
身
、

角
界
入
り
を
決
め
た
の
は
青
森

で
行
わ
れ
た
巡
業
で
貴
乃
花

（
当
時
貴
花
田
）
に
稽
古
を
つ

け
て
も
ら
っ
た
こ
と
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
巡
業
に
対
し
て

は
格
別
の
思
い
入
れ
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
引
退
表
明
を
せ

ず
、
夏
巡
業
に
参
加
で
き
る
こ

と
に
な
っ
た
若
の
里
を
、
突
然

の
悲
劇
が
襲
っ
た
。
巡
業
の
真

っ
た
だ
中
で
若
の
里
の
お
父
さ

ん
が
心
筋
梗
塞
で
急
逝
し
た
の

で
あ
る
。
青
森
県
内
で
の
巡
業

を
２
日
後
に
控
え
た
８
月
17
日

の
こ
と
だ
っ
た
。

　

し
か
し
若
の
里
は
、
翌
18
日

の
秋
田
で
の
巡
業
に
も
そ
の
ま

ま
参
加
し
、
そ
の
終
了
後
に
弘

前
の
実
家
に
帰
っ
て
お
父
さ
ん

と
無
言
の
対
面
を
し
、
そ
の
後

す
ぐ
巡
業
の
一
行
に
合
流
。
19
、

20
日
と
行
わ
れ
た
青
森
県
内
で

の
巡
業
に
最
後
ま
で
参
加
し
た
。

　

横
綱
白
鵬
の
言
葉
が
何
よ
り

の
手
向
け
だ
っ
た
ろ
う
。

「
オ
ヤ
ジ
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
、

（
巡
業
を
）
や
め
て
も
い
い
と

思
っ
た
け
れ
ど
、
最
後
ま
で
参

加
し
た
。
素
晴
ら
し
い
プ
ロ
意

識
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
見
本

と
な
る
存
在
と
い
う
の
は
、
最

後
の
最
後
ま
で
自
分
の
行
動
で

示
し
て
く
れ
ま
す
ね
」
と
。

若
の
里
の
思
い
を�

�

受
け
継
ぐ
者

　

引
退
会
見
で
若
の
里
は
、「
今

後
の
相
撲
界
に
望
む
こ
と
は
」

と
聞
か
れ
る
と
、「
た
だ
土
俵

の
上
で
勝
つ
だ
け
で
な
く
、
稽

古
場
で
も
私
生
活
で
も
真
面
目

に
取
り
組
む
力
士
が
１
人
で
も

多
く
出
て
き
て
く
れ
た
ら
と
思

い
ま
す
」
と
言
っ
た
。
こ
れ
は

裏
を
返
せ
ば
、
今
の
角
界
に
対

し
て
若
の
里
が
抱
く
問
題
意
識

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、そ
の
若
の
里
の「
稽

古
場
で
も
私
生
活
で
も
真
面

目
に
取
り
組
む
」
と
い
う
言
葉

そ
の
ま
ま
の
力
士
が
い
る
。
昨

年
十
両
に
昇
進
し
、
若
の
里
を

こ
よ
な
く
尊
敬
し
て
い
る
と
公

言
し
て
憚
ら
な
い
「
輝
」
で
あ

る
。
若
の
里
と
同
様
、
中
学
卒

業
と
同
時
に
角
界
の
扉
を
叩
い

た
、
文
字
通
り
「
叩
き
上
げ
」

の
力
士
で
あ
る
。
今
年
で
21
歳
、

土
俵
生
活
23
年
半
の
若
の
里
が

入
門
し
た
時
に
は
ま
だ
生
ま
れ

て
も
い
な
か
っ
た
「
輝
」
だ
が
、

若
の
里
の
付
け
人
を
２
年
務
め
、

そ
の
間
、
若
の
里
の
相
撲
に
取

り
組
む
真
摯
な
姿
勢
に
心
酔
し
、

貫
き
通
し
た
そ
の
「
相
撲
道
」

を
間
近
で
見
て
し
っ
か
り
受
け

継
い
だ
よ
う
で
あ
る
。

　

若
の
里
は
こ
の
輝
の
こ
と

を
、「
本
当
に
純
粋
で
無
垢
と

い
う
か
ね
。
寡
黙
な
タ
イ
プ
だ

し
、
ま
っ
た
く
チ
ャ
ラ
チ
ャ
ラ

し
た
と
こ
ろ
が
な
い
で
し
ょ
」

と
評
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
あ

と
は
頼
む
、
と
い
う
感
じ
で
す

よ
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
若
の

里
が
こ
の
若
い
力
士
に
掛
け
る

期
待
の
大
き
さ
が
窺
え
る
と
共

に
、
自
ら
に
共
通
す
る
も
の
を

感
じ
て
後
を
託
し
た
様
子
が
如

実
に
表
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
こ

の
輝
、
東
北
出
身
で
こ
そ
な
い

が
、
確
か
に
若
の
里
と
同
じ
く

相
撲
に
対
す
る
一
途
な
姿
勢
が

感
じ
ら
れ
る
。

　

写
真
は
日
本
相
撲
協
会
の
サ

イ
ト
に
あ
る
若
の
里
の
写
真
で

あ
る
。
こ
の
若
の
里
が
い
な
く

な
っ
た
来
場
所
の
土
俵
は
と
て

も
寂
し
く
な
る
が
、
若
の
里
の

思
い
を
受
け
継
ぐ
輝
の
相
撲
ぶ

り
に
注
目
し
て
み
た
い
と
思
う
。

そ
し
て
ま
た
、
若
の
里
と
同
じ

青
森
の
出
身
、
若
の
里
の
２
歳

年
下
で
か
つ
、
今
も
現
役
を
続

け
る
安
美
錦
に
も
改
め
て
注
目

し
た
い
。

執
筆
者
紹
介

大
友
浩
平

（
お
お
と
も
こ
う
へ
い
）

奥
州
仙
臺
の
住
人
。
普
段
は
出

版
社
に
勤
務
。
東
北
の
人
と
自

然
と
文
化
が
大
好
き
。
趣
味
は

自
転
車
と
歌
と
旅
。

「
東
北
ブ
ロ
グ
」

http://blog.livedoor.jp/
anagm

a5/

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

https://w
w

w.facebook.
com

/kouhei.ootom
o

若
の
里
が
貫
い
た

　
　
　
　
　

相
撲
道
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「
賢
治
さ
ん
、夜
明
け
で
す
な
」

　
気
が
つ
く
と
、
宮
澤
賢
治
は

自
分
が
佐
々
木
喜
善
と
二
人
で

随
分
な
巨
人
に
な
っ
て
、
夜
明

け
の
光
を
照
り
返
す
雲
を
山
高

帽
で
掻
き
分
け
て
い
る
の
が
わ

か
っ
た
。
随
分
、
白
熱
し
て
話

し
込
ん
だ
も
の
だ
・
・
互
い
の

信
仰
の
話
に
始
ま
っ
て
、
人
類

の
未
来
の
話
、
宇
宙
の
構
造
の

話
。
自
分
達
が
見
て
い
る
怪
異

や
霊
も
、
科
学
と
無
関
係
で
は

な
い
事
・
・
そ
し
て
再
び
、
信

仰
と
今
後
の
生
き
方
に
つ
い
て
。

　
人
と
共
通
の
話
題
で
盛
り
上

が
る
事
は
大
き
な
喜
び
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
内
容
を
他
人
に
包

み
隠
さ
ず
語
っ
た
事
な
ど
あ
っ

た
だ
ろ
う
か
・
・
こ
の
喜
善
と

い
う
人
、
驚
く
べ
き
事
に
悉
く

理
解
し
て
し
ま
う
。
こ
の
感
覚

を
共
有
で
き
る
人
物
が
、
他
な

ら
ぬ
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
に
存
在
し

た
と
は
・
・
。

　
ま
る
で
岩
手
山
に
登
っ
た
時

に
見
る
夜
明
け
だ
が
、
も
し
か

す
る
と
今
の
自
分
の
目
線
は
、

あ
の
山
頂
よ
り
も
高
い
の
だ
。

「
一
体
、
こ
の
巨
人
化
の
意
味

は
何
で
し
ょ
う
か
な
。」

　
喜
善
が
呟
く
よ
う
に
問
う
た
。

「
大
天
狗
殿
が
そ
の
力
を
誇
示

す
る
た
め
か
・
・
そ
れ
と
も
、

私
ど
も
二
人
が
内
包
す
る
何
ら

か
の
内
面
的
要
因
か
。」

「
精
神
的
な
問
題
で
す
か
。
自

意
識
が
大
き
い
、
と
か
・
・
と

も
あ
れ
、
夜
が
明
け
て
も
こ
の

ま
ま
で
す
と
、
我
々
は
歴
史
に

残
っ
て
し
ま
い
ま
す
な
・
・
賢

治
さ
ん
。」

「
い
や
、
お
そ
ら
く
何
ら
か
の

作
用
で
忘
れ
去
ら
れ
る
の
で
し

ょ
う
・
・
仙
臺
に
は
巨
人
伝
承

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す

か
。」

「
あ
あ
、
そ
う
い
え
ば
太
白
山

や
、
北
の
伊
勢
堂
山
に
あ
る
よ

う
で
す
・
・
詳
細
は
今
後
の
宿

題
で
す
が
。」

「
な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
形
で

人
々
の
記
憶
に
残
る
の
で
し
ょ

う
な
、
喜
善
さ
ん
。」

　
ど
こ
ま
で
も
暢
気
で
あ
る
が
、

東
光
の
照
ら
す
南
方
の
名
取
平

野
の
そ
の
向
こ
う
に
は
、
大
地

を
埋
め
尽
く
す
よ
う
に
広
が
る

穏
や
か
な
ら
ぬ
黒
い
軍
隊
の
群

れ
が
見
え
る
の
だ
。

「
頼
朝
で
す
な
。」

「
え
え
。
遂
に
来
ま
す
な
。」

　
ふ
と
、
気
づ
く
と
目
の
高
さ

に
あ
っ
た
雲
が
、
少
し
上
の
方

に
上
が
っ
て
い
る
。

「
あ
っ
喜
善
さ
ん
、
私
ど
も
は

縮
み
始
め
て
い
ま
す
。」

「
む
む
、
い
け
ま
せ
ん
な
。
も

う
少
し
頼
朝
を
脅
か
し
て
や
ら

ぬ
と
・
・
」

　
ふ
ざ
け
半
分
に
言
う
と
、
少

し
雲
は
目
の
高
さ
に
近
づ
い
た
。

「
こ
れ
は
も
し
や
・
・
・
」

「
我
々
が
対
話
し
て
い
る
間
は
、

巨
人
化
が
続
く
と
い
う
訳
で
す

か
な
！
」

　
賢
治
が
巨
大
な
掌
で
己
が
巨

大
な
拳
を
受
け
る
。

「
で
は
、
話
し
て
い
た
方
が
い

い
の
で
す
か
な
・
・
」

「
わ
か
り
ま
せ
ぬ
が
・
・
こ
の

上
何
を
話
し
ま
し
ょ
う
。」

「
そ
う
・
・
石
の
事
を
、
ま
だ

聞
い
て
お
り
ま
せ
な
ん
だ
な
」

　
賢
治
が
樺
太
へ
の
旅
の
際
、

地
元
の
鍛
冶
屋
た
ち
と
作
ろ
う

と
し
た
、
合
成
の
黒
曜
石
。

「
な
ぜ
、
石
の
製
造
に
賢
治
さ

ん
が
こ
だ
わ
ら
れ
た
の
か
」

「
石
が
好
き
だ
か
ら
で
す
よ
。」

「
ふ
む
ふ
む
・
・
」

　
喜
善
が
顎
を
指
で
掻
き
、
首

を
振
り
な
が
ら
も
微
笑
す
る
。

「
北
方
民
族
の
伝
え
る
石
が
、

ど
こ
か
異
界
に
繋
が
る
力
を
持

っ
て
い
る
可
能
性
を
知
っ
た
か

ら
・
・
で
は
な
い
で
す
か
。」

「
異
界
に
繋
が
る
力
・
・
・
」

「
つ
ま
り
、
妹
さ
ん
に
会
え
る

か
も
知
れ
な
い
、と
い
う
事
。」

　
ほ
ん
の
五
年
と
少
し
前
、
わ

ず
か
二
十
四
歳
で
、
兄
の
目
の

前
で
病
没
し
た
、
妹
・
ト
シ
子
。

　
賢
治
は
南
へ
の
視
線
を
北
の

故
郷
・
北
上
高
地
へ
回
し
、
そ

の
先
を
遥
か
に
見
渡
し
た
。

「
な
ぜ
俺
は
、
も
は
や
東
京
で

は
な
く
、
極
北
サ
ガ
レ
ン
を
求

め
た
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
」

＊

　
石
川
善
助
は
、
向

む
か
い

山や
ま

下
の
野

営
場
で
の
夜
明
け
の
焚
き
火
越

し
に
、
二
人
の
巨
人
の
姿
を
眺

め
て
い
た
。
泉
三
郎
・
忠
衡
が

側
に
座
り
、
火
に
当
た
る
。

「
間
も
な
く
、
頼
朝
が
進
軍
を

始
め
る
・
・
俺
は
こ
の
広
瀬
川

で
戦
い
、
果
て
る
覚
悟
だ
。」

「
そ
れ
は
歴
史
の
記
録
と
違
う

な
。
こ
こ
で
死
ぬ
の
は
、
確
か

大
河
太
郎
兼か

ね

任と
う

だ
よ
。」

　
忠
衡
は
ひ
っ
く
り
返
っ
た
。

未
来
世
界
で
は
、
頑
と
し
て
自

分
や
平
泉
の
運
命
を
知
ら
せ
ま

い
と
し
た
く
せ
に
・
・
。

「
も
っ
と
も
、
正
し
く
は
大
河

次
郎
兼
任
・
・
彼
が
死
ぬ
の
は

別
の
時
期
と
場
所
だ
が
ね
。」

「
い
や
、
待
て
待
て
！
大
河
太

郎
は
実
在
す
る
。
と
い
う
か
、

次
郎
が
太
郎
な
の
だ
・
・
っ
て
、

え
え
い
や
や
こ
し
い
。」

「
そ
う
な
の
か
。
と
に
か
く
、

こ
こ
で
死
ぬ
の
は
君
じ
ゃ
な
い
、

三
郎
君
。
せ
っ
か
く
生
き
延
び

た
の
だ
か
ら
、
死
に
急
い
だ
ら

い
け
な
い
。」

「
俺
は
大
天
狗
綾あ

や

糟か
す

の
子
。
綾

糟
の
土
地
を
守
る
の
は
、
俺
。

広
瀬
川
の
龍
を
操
れ
る
の
も
、

他
な
ら
ぬ
俺
だ
。」

「
そ
う
か
・
・
い
ず
れ
に
せ
よ
、

会
え
る
は
ず
の
な
い
互
い
が
、

こ
う
し
て
友
と
な
れ
た
だ
け
で

も
、
ご
縁
の
神
に
感
謝
だ
。
だ

が
そ
れ
な
ら
ば
そ
れ
で
、
別
れ

際
に
話
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
・
・
ト
ヨ
の
事
を
。」

「
そ
う
だ
。
伊
勢
堂
山
で
会
っ

た
、
と
言
っ
て
い
た
な
。」

「
実
は
な
、
も
っ
と
昔
に
、
一

度
会
っ
て
い
る
の
だ
よ
・
・
」

＊

「
ト
ヨ
を
、見
た
の
ね
・・・・・
」

　
母
の
呟
き
が
、
何
や
ら
怖
ろ

し
げ
に
、
記
憶
の
中
で
響
く
。

　
僕
は
、
そ
の
膝
で
泣
い
て
い

た
。
ほ
ん
の
、
四
、五
歳
の
頃

だ
・
・
家
の
中
で
、
ふ
と
見
た

怪
異
に
、
慄
い
て
い
た
の
だ
。

　
屋
敷
の
中
庭
に
、
陰
気
な
茶

室
の
よ
う
な
小
屋
が
あ
っ
た
。

あ
る
日
、
何
か
不
思
議
な
不
安

と
好
奇
に
誘
惑
さ
れ
、
障
子
を

開
け
暗
い
室
内
を
覗
い
た
の
だ
。

「
そ
こ
に
、
ト
ヨ
が
、
い
た
と

・
・
・
い
う
の
か
・
・
・
」

「
同
じ
年
く
ら
い
の
、
女
の
子

が
確
か
に
二
人
い
て
、
何
か
を

し
て
遊
ん
で
い
た
よ
う
に
見
え

た
。
二
人
が
僕
に
気
づ
き
、
目

が
合
っ
た
。
僕
は
恐
怖
の
あ
ま

り
そ
の
場
を
逃
げ
出
し
た
ん
だ
」

「
・・・
そ
れ
で
、ど
う
な
っ
た
」

「
僕
の
家
は
、
国
分
町
十
九
軒

の
小
間
物
屋
で
古
く
か
ら
の
名

家
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
僕
が
大

き
く
な
る
間
に
す
っ
か
り
没
落

し
て
い
っ
た
の
さ
。
そ
う
・
・

僕
が
あ
の
時
、
母
に
話
し
て
し

ま
っ
た
か
ら
。」

「
そ
ん
な
・
・
・
馬
鹿
な
。」

「
以
来
僕
は
、
ず
っ
と
街
の
内

外
に
、
ト
ヨ
の
顔
を
捜
し
続
け

て
い
た
の
だ
。
僕
は
訊
き
た
か

っ
た
。
君
は
一
体
何
者
で
、
な

ぜ
僕
の
家
を
出
て
行
っ
て
し
ま

っ
た
の
か
。
そ
れ
は
僕
の
せ
い

だ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
よ
う
や

く
、
伊
勢
堂
山
の
林
間
学
校
で

講
師
を
し
て
い
た
彼
女
を
発
見

し
た
。
間
違
い
な
か
っ
た
。」

　
忠
衡
は
固
唾
を
飲
ん
だ
。
善

助
の
語
る
ト
ヨ
は
、
本
当
に
自

分
が
知
る
、
あ
の
ト
ヨ
な
の
か
。

「
幼
い
頃
、
会
わ
な
か
っ
た
か

と
ま
ず
問
う
た
が
、
二
十
年
も

経
っ
て
い
て
初
対
面
同
然
・
・

無
理
も
な
い
と
思
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
彼
女
は
答
え
た
の
だ
。

少
し
の
間
、
菅か

ん

喜き

と
呼
ば
れ
る

小
間
物
屋
に
身
を
寄
せ
た
事
が

あ
っ
た
と
！
」

　
善
助
は
不
自
由
な
方
の
脚
を

掌
で
叩
い
て
み
せ
る
。

「
つ
ま
り
、
ト
ヨ
は
妖
怪
で
も

何
で
も
な
く
、
目
の
前
に
労
働

し
て
い
る
れ
っ
き
と
し
た
人
間

の
女
性
だ
と
わ
か
っ
た
の
だ
・

・
・
し
か
し
。」

「
・
・
し
か
し
？
」

「
彼
女
は
、
奇
妙
な
事
を
言
っ

た
。
僕
の
家
に
、
厄
介
に
な
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た
・
・
と
。」

　
忠
衡
の
身
が
、
何
か
に
反
応

し
た
よ
う
に
ビ
ク
リ
と
動
い
た
。

「
何
か
、
心
当
た
り
が
あ
る

か
？
三
郎
く
ん
。」

「
厄
介
に
な
る
べ
き
で
は
な
か

っ
た
・
・
そ
う
だ
。
ト
ヨ
殿
は
、

口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
。

こ
の
国
が
、
奥
羽
の
国
が
あ
ま

り
に
美
し
く
、
つ
い
長
く
居
座

り
過
ぎ
た
・
・
と
。」

＊

「
止
ま
れ
！
全
軍
、
馬
を
止
め
、

降
り
さ
せ
よ
。
降
り
ぬ
者
は
槍

で
突
い
て
も
馬
か
ら
降
ろ
せ
。」

　
頼
朝
が
突
然
号
令
を
発
し
、

周
囲
を
固
め
る
武
装
の
家
臣
団

は
目
を
見
合
わ
せ
た
。

　
早
朝
、
白
石
川
沿
い
に
逗
留

し
て
い
た
十
万
の
大
軍
団
が
一

斉
に
北
を
目
指
し
た
。
ま
だ
陽

は
高
く
な
っ
て
い
な
い
。

　
昨
日
、
偵
察
隊
が
名
取
の
西
、

高
舘
に
敵
の
砦
あ
り
と
確
認
し

た
為
、
二
万
の
軍
団
を
割
い
て

向
か
わ
せ
る
事
に
な
っ
て
い
た

が
、
頼
朝
は
自
ら
本
隊
筋
で
あ

る
奥
大
道
を
は
ず
れ
て
高
舘
方

面
へ
馬
を
進
め
た
。
そ
し
て
名

取
の
地
へ
入
っ
て
間
も
な
く
、

そ
れ
は
見
え
て
き
た
の
だ
。

「
あ
れ
が
・・
笠
島
の
道
祖
様
」

　
そ
の
昔
、
都
を
追
わ
れ
た
藤

原
実さ

ね

方か
た

が
、
こ
の
神
を
軽
視
し

通
過
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

雷
に
撃
た
れ
死
ん
だ
と
い
う
。

　
今
回
の
進
軍
は
、
頼
朝
自
ら

そ
の
祖
先
・
頼
義
と
義
家
が
か

つ
て
同
じ
く
奥
州
を
制
圧
し
た

道
程
に
準

な
ぞ
ら

え
て
行
お
う
と
し
て

い
る
が
、
頼
義
が
こ
の
神
に
礼

を
示
し
て
通
っ
た
か
ど
う
か
、

そ
れ
は
不
明
だ
っ
た
。
と
は
い

え
、
己
は
現
実
に
雷
神
に
化
身

し
た
兄
・
義
平
を
従
え
て
い
る

の
で
、
仮
に
も
史
上
に
名
を
残

す
祟
り
神
を
無
視
す
る
の
は
賢

明
な
事
と
も
思
え
な
か
っ
た
。

　
馬
を
降
り
た
頼
朝
は
、
家
臣

団
に
守
ら
れ
な
が
ら
こ
じ
ん
ま

り
と
し
た
社
殿
へ
進
ん
だ
。
家

臣
に
金
や
酒
を
供
え
さ
せ
る
と
、

無
人
の
祠
へ
と
一
礼
す
る
。

「
こ
れ
よ
り
、
こ
の
右う

ひ
ょ
う
え
ご
ん
の

兵
衛
権

佐す
け

頼
朝
、
こ
の
先
を
牛
耳
る
賊

主
に
し
て
我
が
累
代
の
家
臣
、

藤
原
が
裔
・
泰
衡
を
討
伐
す
る

為
に
罷ま

か

り
通
る
事
、
何
卒
お
許

し
頂
き
た
き
義
是
有
り
」

「
許
さ
ぬ
と
い
っ
て
も
、
こ
れ

だ
け
の
寄
せ
集
め
を
引
率
し
な

が
ら
、今
更
引
き
返
せ
ま
い
な
」

　
一
同
驚
愕
の
中
、
社
殿
の
背

後
か
ら
体
格
の
い
い
大
柄
な
美

女
が
現
れ
た
。
歳
は
三
十
前
後

と
見
え
、
鎧
と
槍
を
身
に
着
け

て
い
る
が
、
そ
の
下
は
巫
女
の

よ
う
で
も
あ
る
。

　
お
お
っ
と
ざ
わ
め
く
男
た
ち

を
一
喝
す
る
と
、
頼
朝
は
や
や

上
段
に
立
つ
女
を
見
上
げ
て
し

ば
し
視
線
を
交
わ
し
た
。

「
独
り
で
闘
う
お
つ
も
り
か
。」

「
勝
て
ま
い
な
。
貴
殿
よ
り
後

方
三
百
人
は
一
瞬
で
炭
に
で
き

る
が
、
そ
れ
以
上
は
無
理
だ
」

　
家
臣
ら
が
ぎ
ょ
っ
と
し
て
一

斉
に
後
ず
さ
る
。

「
た
だ
し
・
・
通
り
た
け
れ
ば
、

そ
ち
ら
の
荒
く
れ
雷
神
を
、
置

い
て
い
け
。
力
試
し
を
し
た
い

か
ら
、
こ
こ
か
ら
東
に
あ
る
古

代
王
の
墓
丘
に
来
い
と
言
え
。

後
は
見
逃
し
て
く
れ
よ
う
。」

　
何
と
言
う
事
だ
・
・
。
兄
・

悪
源
太
義
平
が
女
の
雷
神
に
見

初
め
ら
れ
た
と
い
う
の
か
？

　
半
ば
呆
然
と
し
て
境
内
を
立

ち
退
き
際
、
頼
朝
は
振
り
返
る
。

「
こ
の
先
、
待
つ
者
は
」

　
女
が
、
答
え
た
。

「
私
な
ど
よ
り
怖
ろ
し
げ
な
女

が
待
ち
構
え
て
い
る
ぞ
。
覚
悟

し
て
臨
め
、あ
づ
ま
男
ど
も
。」

　
空
は
秋
晴
れ
で
、
雷
神
悪
源

太
の
影
は
ど
こ
に
も
見
え
な
い
。

仕
方
な
く
奥
大
道
へ
戻
り
、
本

流
の
行
軍
を
続
け
る
。
二
万
の

分
隊
が
、
西
の
高
舘
を
早
々
に

片
付
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
・
・
・
。

　
と
こ
ろ
が
、
名
取
の
平
原
を

い
く
ら
駆
け
て
も
駆
け
て
も
、

川
に
行
き
当
た
ら
な
い
。
前
方

か
ら
の
風
が
急
に
強
く
な
っ
て

き
て
、
も
う
昼
時
だ
と
い
う
の

に
霧
が
押
し
寄
せ
て
く
る
。

・
・
い
や
違
う
、
こ
の
錆
び
た

よ
う
な
銅あ

か

さ
、
土
煙
だ
。

　
あ
っ
と
い
う
間
に
大
軍
は
煙

の
塊
に
飲
み
込
ま
れ
、
屈
強
の

武
人
や
、
馬
の
多
く
が
息
を
詰

ま
ら
せ
混
乱
が
始
ま
っ
た
。

「
ぬ
っ
！
糞
、
う
ろ
た
え
る
な
、

布
を
口
に
巻
け
！
馬
を
降
り
て

押
さ
え
よ
。や
り
過
ご
す
の
だ
」

　
頼
朝
も
ま
た
、
馬
を
な
だ
め
、

押
さ
え
込
ん
だ
。
こ
れ
は
何
だ

・
・
あ
の
女
の
祟
り
か
？

　
一
刻
ほ
ど
経
っ
て
風
は
止
ん

だ
が
、
空
は
い
つ
ま
で
も
ど
ん

よ
り
と
赤
く
、
方
角
も
何
も
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
伝
令
の
騎

馬
が
駆
け
て
き
た
事
で
西
南
の

方
角
が
大
ま
か
に
わ
か
っ
た
。

「
報
告
！
高
舘
へ
の
攻
略
、
苦

戦
中
。
二
万
の
う
ち
五
千
騎
が
、

消
え
ま
し
た
！
！
」

―
次
回
予
告
―

　
阿あ

つ

か

し

津
賀
志
山
を
遥
か
に
凌
ぐ
、

ま
さ
か
の
戦
線
異
常
だ
ら
け

か
！
そ
し
て
悪
源
太
は
、
年
上

性
？
の
雷
神
と
の
デ
ー
ト
を
蹴

る
の
か
、
受
け
る
の
か
！
？

奥お
う

羽う

越え
つ

現げ
ん

像ぞ
う

氏
紹
介 

　
一
九
七
〇
年
山
形
県
鶴
岡
市

生
。
札
幌
、
東
京
を
経
て
、
仙

台
に
移
住
。
市
内
の
ケ
ル
ト
音

楽
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
、
あ
ち

こ
ち
出
没
し
演
奏
す
る
。
フ
ィ

ド
ル
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
担
当
。

連載

むかしばなし

名取大北進

第二十八話
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ミズアオイ

花火

巨木

鎮守の祭り

ヤマモモ （ズンベ）

サワギキョウ

シリーズ 遠野の自然

「遠野の白露」

遠野 1000 景より

ヤマシャクヤク

　
今
年
は
天
候
の
変
化
が
ま
こ

と
に
激
し
く
、
と
て
も
季
節
の

変
化
を
楽
し
む
余
裕
な
ど
感
じ

ら
れ
な
か
っ
た
。

　
冷
夏
か
と
思
え
ば
、
い
き
な

り
猛
暑
に
な
っ
た
り
、
今
度
は

一
転
し
て
、
雨
被
害
、
洪
水
被

害
が
頻
発
し
、
大
変
苦
し
ん
だ

地
域
も
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
変
化
の
せ
い
で
体

調
が
狂
っ
た
人
も
多
か
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
は
、
日
本
の
あ
ち
こ

ち
で
火
山
性
の
地
震
が
頻
発
し
、

な
か
に
は
実
際
に
小
噴
火
も
あ

っ
た
。

　
ま
た
こ
れ
か
ら
も
、
ど
こ
か

の
火
山
が
噴
火
す
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
不
安
に
お
び
え
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
目
に
見
え
る
変
化

か
ら
類
推
す
る
と
、
ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
日
本
を
囲
む
自
然
環
境

が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
今
後
は
さ
ら
に
激

変
に
見
舞
わ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　
自
然
の
運
行
と
は
、
通
常
は

こ
う
し
た
予
想
も
つ
か
ぬ
も
の

で
あ
り
、
い
つ
も
人
間
に
好
都

合
に
出
来
て
は
お
ら
ず
、
人
間

の
思
惑
を
超
越
し
た
も
の
か
も

し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
穏
や
か
な
運
行
が

続
く
と
、
そ
れ
が
あ
た
り
ま
え

の
よ
う
に
思
い
込
み
、
大
き
な

変
化
が
到
来
す
る
と
み
な
驚
き
、

不
安
に
襲
わ
れ
る
。

＊

　
九
月
八
日
近
辺
は
、
二
十
四

節
気
で
い
う
と「
白
露
」で
あ
る
。

　
二
週
間
も
す
れ
ば
秋
分
で
あ

る
が
、
そ
こ
に
は
ま
だ
少
し
早

い
時
節
。
大
気
が
冷
え
て
き
て

露
が
出
来
る
頃
を
い
う
。

　
　
　
　
＊

　
遠
野
で
は
、
短
い
夏
を
や
り

過
ご
し
、
初
秋
の
気
配
が
押
し

寄
せ
て
く
る
。
草
花
も
秋
の
も

の
に
変
わ
る
。

　
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
や
ヤ
マ
モ

モ
の
よ
う
に
実
を
結
ぶ
植
物
も

出
始
め
る
。
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク

の
実
は
初
め
て
見
る
が
、
野
道

を
歩
い
て
出
く
わ
し
た
ら
、
き

っ
と
驚
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
や
ミ
ズ
ア
オ

イ
な
ど
の
、
青
や
紫
色
の
花
は

高
貴
な
光
を
放
つ
。
初
秋
ゆ
え

の
美
し
さ
で
あ
る
。

　
花
で
は
な
い
が
、
夏
の
終
わ

り
の
花
火
も
き
れ
い
だ
。
去

り
行
く
夏
を
惜
し
む
よ
う
に
、

華
々
し
く
咲
き
、
そ
し
て
散
る
。

　
夏
の
終
わ
り
の
祭
り
も
い
い
。

鎮
守
の
森
の
中
で
踊
る
こ
の
写

真
の
様
子
は
、
人
里
離
れ
た
深

い
森
の
な
か
の
別
世
界
の
よ
う

に
見
え
る
。

　
最
後
は
、
樹
齢
も
定
か
で
は

な
い
櫻
の
巨
木
。
天
然
記
念
物

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も

森
の
神
さ
ま
に
見
え
る
。

＊

　
遠
野
の
初
秋
は
短
く
、
も
の

が
な
し
い
。
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二
〇
四
〇
年
ま
で
に
、
全
国

の
約
半
数
の
自
治
体
に
消
滅
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
日

本
創
生
会
議
の
「
増
田
レ
ポ
ー

ト
」。
こ
れ
を
受
け
、昨
年
９
月
、

政
府
内
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
本
部
」
が
設
置
さ
れ
、

関
連
法
も
成
立
し
て
「
地
方
創

生
」
の
旗
が
高
々
と
掲
げ
ら
れ

た
が
、
経
済
政
策
で
は
優
勝
劣

敗
の
「
新
自
由
主
義
」
を
標
榜

す
る
現
政
権
が
導
く
官
制
運
動

に
対
し
、
批
判
的
視
点
を
忘
れ

て
は
、
足
下
が
す
く
わ
れ
そ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
地
方
衰
退

の
問
題
を
我
が
こ
と
と
し
て
受

け
と
め
た
場
合
、
自
分
に
何
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
震
災
後

に
、
石
巻
市
の
旧
市
街
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
日
和
キ
ッ
チ
ン
」

を
ヒ
ン
ト
に
考
え
て
み
た
い
。

◆�

み
や
ぎ
移
住
・
定
住
推

進
県
民
会
議
の
発
足

　

今
年
八
月
末
、
他
県
か
ら
宮

城
県
へ
の
移
住
を
促
す
こ
と
を

目
的
と
し
た
官
民
連
携
組
織

「
み
や
ぎ
移
住
・
定
住
推
進
県

民
会
議
」
の
キ
ッ
ク

オ
フ
会
議
が
開
催
さ

れ
、
私
も
所
属
す
る

業
界
団
体
を
代
表
し

て
出
席
し
て
き
た
。

自
治
体
関
係
者
や
企

業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
関

係
者
等
約
一
三
〇
団

体
・
二
〇
〇
名
が
結

集
し
、
熱
気
を
感
じ

る
会
議
と
な
っ
た
が
、

お
そ
ら
く
考
え
抜
か

れ
た
も
の
な
の
で
あ

ろ
う
、
移
住
検
討
者

向
け
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
「
ち
ょ
う
ど
い

い
、
宮
城
県
」
は
、

や
や
微
妙
な
印
象
で

あ
っ
た
。
し
か
し
何

よ
り
、
こ
の
よ
う
な

県
民
会
議
を
立
ち
上

げ
ざ
る
を
得
な
い
ほ

ど
ま
で
に
、
現
状
は

危
機
的
水
準
に
あ
る
。

　

宮
城
県
の
人
口
は
、
二
〇
一 

〇
年
に
約
二
三
五
万
人
で
あ
っ

た
が
、
何
も
施
策
を
講
じ
な
か

っ
た
場
合
、
五
〇
年
間
で
三
三

％
減
少
し
、
一
五
七
万
人
ま
で

落
ち
込
む
見
通
し
で
あ
る
（
数

値
は
何
れ
も
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
を
基

に
県
が
独
自
試
算
し
た
も
の
）。

ま
た
、
そ
の
推
計
人
口
の
内
訳

を
見
た
場
合
、
六
五
歳
以
上

の
人
口
が
占
め
る
高
齢
化
率

が
、
県
全
体
で
四
〇
％
を
超
え

る
一
方
、
生
産
年
齢
人
口
は
半

減
し
て
七
八
万
人
、
十
五
歳
以

下
の
年
少
人
口
は
五
五
％
減
少

し
、
一
四
万
人
弱
の
水
準
に
落

ち
込
む
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に
、

統
計
予
測
だ
け
を
見
る
な
ら
ば
、

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
の
到

来
を
前
に
、
我
々
は
立
ち
竦
む

し
か
な
い
状
況
の
よ
う
に
も
思

え
る
。

　

一
方
、
視
点
を
変
え
、
市
町

村
単
位
で
二
〇
一
〇
年
か
ら

三
〇
年
間
の
人
口
増
減
率
を
予

測
し
た
も
の
が
頁
内
の
グ
ラ
フ

で
あ
る
。
津
波
被
害
を
受
け
た

自
治
体
は
赤
色
で
示
し
て
お
り
、

気
仙
沼
市
や
女
川
町
等
の
下
落

率
は
当
然
高
い
が
、
内
陸
部
の

市
町
も
厳
し
い
現
状
に
変
わ
り

は
な
く
、
県
内
三
五
自
治
体
の

う
ち
四
〇
％
超
の
人
口
減
が
見

込
ま
れ
る
の
は
八
市
町
、
三
〇

％
超
は
二
〇
市
町
と
な
っ
て
お

り
、「
地
方
消
滅
」
が
眼
前
の

問
題
で
あ
る
こ
と
を
否
が
応
で

も
自
覚
さ
せ
ら
れ
る
。
人
口
減

は
、
地
域
社
会
の
再
生
産
能
力

を
低
下
さ
せ
、
多
く
の
社
会
問

題
～
例
え
ば
、
既
存
集
落
の
荒

廃
・
消
滅
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
機
能
低
下
、
社
会
保
障
制

度
の
維
持
困
難
、
自
治
体
財
政

の
窮
境
及
び
経
営
上
の
破
綻

等
々
を
生
み
出
し
、
深
刻
化
さ

せ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
増
田
レ

ポ
ー
ト
で
は
、「
こ
う
し
た
『
地

方
消
滅
』
は
あ
る
時
点
か
ら
一

気
に
顕
在
化
し
て
い
き
、
気
が

つ
い
た
と
き
に
は
も
う
手
遅
れ

と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高

い
」
と
述
べ
る
。
対
策
を
講
じ

る
場
合
、
時
間
と
の
競
争
で
あ

り
、
早
い
に
越
し
た
こ
と
は
な

い
の
で
あ
る
。

◆�

「
地
方
創
生
」
に
対
す
る

違
和
感

　

こ
の
人
口
減
は
、
自
然
減
だ

け
で
は
な
く
、
社
会
減
、
す
な

わ
ち
地
方
か
ら
大
都
市
圏
へ
の

人
口
移
動
・
若
年
層
流
入
に
よ

っ
て
も
拍
車
が
掛
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
東
京
都
の
よ
う

な
人
口
稠
密
地
帯
で
は
、
社
会

法
則
的
に
出
生
率
は
低
下
す
る

た
め
、
地
方
以
上
に
深
刻
な
超

高
齢
化
社
会
が
形
成
さ
れ
、
流

入
し
た
人
口
は
一
方
的
に
飲
み

込
ま
れ
て
ゆ
く
だ
け
と
な
る
。

増
田
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
こ
れ
を

「
人
口
の
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
現

象
」「
極
点
社
会
の
到
来
」
と

名
付
け
て
い
る
。

　

こ
の
「
増
田
レ
ポ
ー
ト
」
に

対
し
て
は
、
シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク

ト
リ
ン
（
便
乗
型
政
策
転
換
）

を
目
的
と
し
た
危
機
煽
り
で
あ

り
、
予
測
値
に
関
し
て
も
、
①

敢
え
て
人
口
移
動
率
が
高
い
時

期
の
数
値
を
採
用
し
、
若
年
女

性
人
口
の
減
少
率
を
算
定
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
②
震
災
以

降
に
お
け
る
若
年
世
代
の
田
園

回
帰
の
動
き
が
反
映
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
問
題
点
と
し
て
指

摘
す
る
声
が
あ
る
。
し
か
し
、

程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
現
状
認

識
と
し
て
は
、
人
口
減
・
地
方

衰
退
の
課
題
は
、
看
過
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
だ
ろ
う
。
問
題
は
、
む
し

ろ
こ
れ
を
機
に
、
ど
の
よ
う
な

政
策
が
実
現
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
か
に
あ
る
。

　

首
相
肝
い
り
で
設
置
さ
れ
た

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

本
部
」は
方
針（
基
本
的
視
点
）

と
し
て
、
①
若
い
世
代
の
就

労
・
結
婚
・
子
育
て
の
希
望
の

実
現
、
②
「
東
京
一
極
集
中
」

の
歯
止
め
、
③
地
域
の
特
性
に

即
し
た
地
域
課
題
の
解
決
を
掲

げ
る
。
し
か
し
、
①
に
関
し
て

は
、
企
業
の
競
争
力
強
化
が
優

先
さ
れ
、
非
正
規
雇
用
の
固
定

化
（
派
遣
法
改
正
）・
残
業
代

ゼ
ロ
法
案
の
施
行
（
労
働
基
準

法
改
正
）
を
推
し
進
め
て
、
若

年
労
働
者
等
を
「
繁
栄
」
の
踏

み
石
と
す
る
現
政
権
が
何
を
か

言
わ
ん
哉
で
あ
る
。
ま
た
、
②

の
「
東
京
一
極
集
中
」
是
正
の

た
め
、
具
体
的
に
打
ち
出
さ
れ

て
い
る
施
策
は
、
人
口
三
〇
万

人
規
模
の
「
高
次
地
方
都
市
連

合
」
の
形
成
や
、
集
落
再
編
手

段
と
し
て
の
「
小
さ
な
拠
点
構

想
」
で
あ
り
、
新
自
由
主
義
的

な
「
選
択
と
集
中
」
の
思
想

が
こ
こ
に
も
貫
か
れ
て
い
る
。

「
脱
バ
ラ
マ
キ
型
の
社
会
資
本

投
資
」
と
言
え
ば
聞
こ
え
は
良

い
が
、
マ
ネ
ー
資
本
主
義
よ
ろ

し
く
、
効
率
性
の
み
を
重
視
し
、

旧
来
の
地
域
社
会
を
上
か
ら
再

編
す
る
よ
う
な
施
策
を
打
ち
出

す
政
治
家
が
、
ど
う
し
て
「
保

守
」
を
自
称
で
き
る
の
か
、
自

分
に
は
理
解
で
き
な
い
。
最
後

に
、
③
の
地
域
特
性
に
即
し
た

課
題
の
解
決
と
は
、
抽
象
的
過

ぎ
て
、
内
容
空
疎
な
印
象
を

受
け
る
。「
国
は
支
援
に
徹
し
、

地
方
の
自
主
的
な
取
り
組
み
や
、

民
間
の
創
意
工
夫
を
後
押
し
」

す
る
と
は
、
敢
え
て
政
策
化
す

る
よ
う
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

但
し
、
こ
れ
が
、
特
区
構
想
に

よ
る
規
制
緩
和
等
を
念
頭
に
お

い
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

の
妥
結
や
、
農
協
解
体
等
を
契

機
と
し
て
、
地
方
の
様
々
な
人

的
資
源
・
物
的
資
源
が
、
大
手

資
本
の
草
刈
り
場
と
な
ら
な
い

よ
う
、
警
戒
心
だ
け
は
失
っ
て

い
け
な
い
と
思
う
。

◆�

「
日
和
キ
ッ
チ
ン
」
か
ら

考
え
る
宮
城
の
将
来

　

現
政
権
が
掲
げ
る
「
地
方
創

生
」
に
対
し
て
は
、
や
や
辛
口

の
見
解
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

自
分
が
最
も
違
和
感
を
覚
え
る

の
は
、
実
は
、
政
策
レ
ベ
ル
の

話
で
は
な
い
。
地
方
が
人
口
流

出
を
食
い
止
め
、
逆
に
若
年
層

か
ら
選
ん
で
も
ら
う
た
め
に

は
、
政
策
主
義
的
な
目
線
で
は

な
く
、
内
在
的
な
動
機
を
育
む

こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
り
、「
地

方
創
生
」
に
は
、
そ
の
視
点
が

欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
若
い
人
が
、
自
分
の
進

路
と
し
て
、
都
市
で
の
生
活
で

は
な
く
、
地
方
で
暮
ら
し
、
又

は
一
次
産
業
に
従
事
し
よ
う
と

決
意
す
る
と
き
に
、
背
中
を
押

す
の
は
、
そ
の
場
所
で
の
生
活

に
ど
れ
だ
け
魅
力
を
感
じ
て
い

る
か
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
食
べ
て
い
け
る
か
否
か
と

い
う
不
安
は
あ
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
震
災
以
降
、
被
災
地
宮

城
へ
の
移
住
を
決
め
て
く
れ
た

人
達
は
、
そ
の
不
安
以
上
の
も

の
を
こ
の
地
で
見
つ
け
て
く
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
で

あ
れ
ば
、
藻
谷
浩
介
が
『
里
山

資
本
主
義
』
で
示
し
た
よ
う
に
、

こ
の
「
金
銭
換
算
で
き
な
い
価

値
」
を
再
発
見
し
、
育
て
、
地

方
で
暮
ら
す
こ
と
を
誇
り
に
思

う
文
化
・
思
想
的
潮
流
を
創
り

出
す
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

何
や
ら
、
堅
苦
し
い
話
に
も

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
最
後

に
、
埼
玉
県
出
身
の
建
築
士
・

天
野
美
紀
さ
ん
が
、
一
昨
年
四

月
に
石
巻
市
立
町
で
オ
ー
プ
ン

さ
せ
た
、
お
ウ
チ
ご
飯
と
ジ
ビ

エ
料
理
「
日
和
キ
ッ
チ
ン
」
を

紹
介
し
て
話
を
締
め
た
い
と
思

う
。
天
野
さ
ん
は
、
ラ
ジ
オ
番

組
で
紹
介
さ
れ
、
ま
た
石
巻
市

の
街
お
こ
し
団
体
か
ら
ゲ
ス
ト

と
し
て
呼
ば
れ
る
な
ど
、
ち
ょ

っ
と
し
た
有
名
人
で
あ
る
。
そ

の
天
野
さ
ん
が
、
震
災
後
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
石
巻
市
に

来
た
と
き
に
感
じ
た
三
つ
の
モ

ヤ
モ
ヤ
～
①
早
朝
、
夜
行
バ
ス

を
降
り
て
、
ど
こ
も
行
く
と
こ

ろ
が
な
い
（
＝
朝
ご
は
ん
を
食

べ
る
場
所
が
欲
し
い
）、
②
地

元
お
母
さ
ん
の
手
料
理
の
温
か

さ
、
お
い
し
さ
に
衝
撃
を
受
け

た
が
、
外
か
ら
く
る
人
達
は
そ

の
良
さ
を
知
ら
な
い
、
③
牡
鹿

半
島
の
鹿
肉
な
ど
の
ジ
ビ
エ
は
、

美
味
し
い
の
に
食
材
と
し
て
の

認
知
度
が
低
い
～
を
解
消
す
る

た
め
に
、
開
い
た
お
店
が
「
日

和
キ
ッ
チ
ン
」
と
の
こ
と
だ
。

実
際
に
取
材
も
兼
ね
て
朝
食
を

頂
い
た
が
、
天
野
さ
ん
や
シ
ェ

フ
の
菊
田
さ
ん
が
一
人
ひ
と
り

の
お
客
さ
ん
と
会
話
を
楽
し
ん

で
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
家
庭

的
な
雰
囲
気
の
温
か
い
お
店
で

あ
っ
た
。
地
元
石
巻
に
、
天
野

さ
ん
の
よ
う
な
人
が
一
人
で
も

増
え
て
欲
し
い
し
、
ま
た
、
天

野
さ
ん
の
よ
う
な
「
よ
そ
者
の

目
」
を
介
し
て
、
自
分
も
地
元

の
魅
力
に
気
付
く
こ
と
が
で
き

た
ら
良
い
と
思
う
。
地
方
再
生

は
、
奇
術
の
よ
う
に
解
決
策
が

舞
い
下
り
て
く
る
も
の
で
は
な

い
。
自
分
達
の
足
も
と
に
こ
そ
、

解
決
の
糸
口
が
あ
る
以
上
、
そ

の
場
所
で
地
道
な
努
力
を
続
け

る
方
々
を
も
っ
と
評
価
し
、
多

様
な
生
き
方
が
見
直
さ
れ
、
こ

れ
が
広
く
社
会
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
、
持
続
可
能
な

経
済
的
循
環
が
生
み
出
さ
れ
た

と
き
に
、
地
方
衰
退
の
問
題
は
、

は
じ
め
て
解
決
へ
向
け
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

佐
さ

藤
とう

紀
のりひこ

彦氏紹介 

仙台市在住。不動産鑑定士。
出身は県北の田園地帯・涌谷
町。趣味は家内との温泉巡り。
非寛容・排他主義がはびこる
時勢を憂う。
Facebook
https://www.facebook.com/
norihiko.sato.509

み
や
ぎ
移
住
・
定
住
推
進
県
民
会
議
の
発
足
～

そ
し
て
石
巻
・
日
和
キ
ッ
チ
ン

　
　

か
ら
考
え
る
明
日
の
宮
城

佐

藤

紀

彦

天野さん調理風景　本人の許可を得て
撮影しました

日和キッチン外観　築 100 年の建物を
改装したとのこと

宮城県内各市町村の人口増減率予測 （2010 年→ 2040 年）」
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宮城県内各市町村の人口増減率予測（2010年→2040年）

※沿岸部の自治体に係る棒グラフを赤で表示
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「東北を世界に！」プロジェクト募集

• プロジェクト募集要領

① 東北の復興、活性化、再興を目的としたプロ

ジェクト企画であれば、何でも可

② 応募資格は特に定めず、 被災地、被災地以外

の居住も問わず、国籍・年齢・性別を問わず

③ 企画書のようなものがあれば可---形式自由

（プロジェクト名、プロジェクト期間、目的、どう

やって実現するかの手段、仲間などを明記して

いただきたいと思います）

④ 〆切はとくに設けません

「東北を世界に！」プロジェクト募集

• 連絡先／企画提出先
（郵送） 〒207-0005

東京都東大和市高木3-315-1
ホームタウン宮前2-2
電子タブロイド新聞【東北復興】 宛

（メール） yumuyu@wj8.so-net.ne.jp

• ご提案いただいた企画については、当新聞で責任をもって
検討させていただいた上で、企画開始に向けてのしかるべ
き方法・手段をご提案するなり、企画実現のための仲間を
募ってまいりたいと考えております。また、当新聞でご紹介さ
せていただきたいと思います。（氏名公表か非公表かはご相
談）

• たくさんのご提案をお待ちしています

　

今
回
は
【
福
島
の
富
岡
町
と

楢
葉
町
に
つ
い
て
】。前
回
号
の

福
島
取
材
に
関
連
し
て
の
テ
ー

マ
。
非
常
に
重
苦
し
い
テ
ー
マ

で
は
あ
る
が
、
福
島
の
原
発
被

害
地
に
押
し
込
め
て
良
い
問
題

で
は
な
い
し
、
国
民
と
し
て
目

を
そ
む
け
て
は
な
ら
な
い
問
題

で
あ
る
の
で
取
り
上
げ
た
。
回

答
者
数
は
非
常
に
少
な
く
十
名
。

　
「
福
島
県
沿
岸
部
に
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
か
?
」
は
「
4
年

以
内
に
行
っ
た
」が
50
％
。「
富

岡
町
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る 

か
?
」
は
「
4
年
以
内
に
行
っ

た
」
が
40
％
、「
こ
れ
か
ら
行

く
予
定
」
が
20
％
。「
楢
葉
町

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
?
」

は
「
4
年
以
内
に
行
っ
た
」
と

「
こ
れ
か
ら
行
く
予
定
」
が
同

数
で
30
％
。「
富
岡
町
の
除
染

作
業
を
知
っ
て
い
る
か
?
」
は

「
ニ
ュ
ー
ス
等
で
知
っ
て
い

る
」
が
70
％
、「
現
場
で
除
染
作

業
を
見
た
」
が
30
％
。「
富
岡

町
の
除
染
で
発
生
し
た
除
去
土

壌
の
量
に
つ
い
て
」
は
「
膨
大

な
量
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

る
」
が
60
％
、「
ど
れ
く
ら
い

か
想
像
も
つ
か
な
い
」
が
40
％
。

「
楢
葉
町
の
避
難
指
示
解
除

（
9/5
）を
知
っ
て
い
る
か
?
」
は

「
知
っ
て
い
る
」が
80
％
、「
知
ら

な
い
」
が
20
％
。「
楢
葉
町
の

避
難
指
示
解
除（
9/5
）は
ど
う
な

る
か
?
」
は
「
急
ぎ
す
ぎ
の
感

じ
が
す
る
」
が
50
％
、「
問
題

だ
ら
け
で
う
ま
く
い
か
な
い
」

が
30
％
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

　

回
答
結
果
に
つ
い
て
予
想
を

大
き
く
裏
切
っ
た
項
目
は
な
い

が
、
や
は
り
回
答
者
数
が
少
な

い
こ
と
が
別
の
大
き
な
問
題
で

は
な
い
か
と
感
じ
た
。

　

最
近
の
天
候
は
、

穏
や
か
な
四
季
の
枠

を
大
き
く
は
み
出

し
、
人
々
を
恐
怖
に

陥
れ
ま
し
た
。
特
に

最
近
の
一
カ
月
ほ
ど

の
天
候
の
変
化
に
は
皆
が
面
喰

っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

当
初
、
夏
は
冷
夏
予
想
で
し

た
が
、予
想
を
大
き
く
外
し
、記

録
的
な
猛
暑
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
猛
暑
が
終
わ
る
と

台
風
と
長
雨
で
、
あ
ち
こ
ち
で

水
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
北
大
震
災
で
の
津
波
も
想

定
外
と
言
わ
れ
、
甚
大
な
被
害

を
出
し
ま
し
た
が
、
今
回
も
、

堤
防
が
決
壊
す
る
な
ど
誰
も
が

予
想
し
な
い
よ
う
な
規
模
の
集

中
豪
雨
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
自
然
災
害
に
は
そ

も
そ
も
想
定
範
囲
と
い
う
も
の

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本

列
島
誕
生
以
来
、
こ
の
国
は
た

く
さ
ん
の
自
然
災
害
に
襲
わ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
、
自
然

の
力
は
人
間
の
都
合
な
ど
お
構

い
な
し
で
、
圧
倒
的
で
、
人
間

は
そ
の
力
を
予
測
す
る
さ
え
で

き
な
い
こ
と
を
学
ん
で
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

い
つ
の
頃
か
ら
か
、自
然
を
克

服
で
き
る
と
思
い
違
い
を
し
た

り
、
完
全
に
自
然
災
害
を
防
御

で
き
る
と
思
い
こ
ん
で
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

い
ま
こ
そ
自
然
の
予
兆
に
全

神
経
を
鋭
敏
に
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
事
態
に
備
え
る
と
い
う
姿
勢

を
取
り
戻
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
自
然
克
服

対
策
中
心
で
は
な
く
、
予
兆
と

災
害
の
歴
史
研
究
と
迅
速
な
避

難
が
中
心
だ
と
思
う
の
で
す
。

第 39 号　ネットアンケート集計結果

【福島の富岡町と楢葉町について】

（１）東北被災地

（２）被災地以外の東北

（３）東北以外

（１）男性

（２）女性

（１）20歳未満

（２）20歳以上40歳未満

（３）40歳以上60歳未満

（４）60歳以上

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

（１）4年以内に行った 

（２）これから行こうと思う

（３）行きたくない

（４）いずれでもない

（１）現場で除染作業を見た

（２）ニュース等で知っている

（３）知らない

（４）いずれでもない

（１）うまくいくと思う

（２）急ぎすぎの感じがする

（３）問題だらけでうまくいかない

（４）いずれでもない

（１）膨大な量であることを知っている

（２）どれくらいか想像もつかない

（３）そうしたものがあることを知らない

（４）いずれでもない

（１）4年以内に行った 

（２）これから行く予定

（３）行きたくない

（４）いずれでもない

（１）4年以内に行った

（２）これから行く予定

（３）行きたくない

（４）いずれでもない

（１）知っている

（２）知らない

（３）関心がない

（４）いずれでもない

NO. 質問と選択肢 回答数

① 住所

（１） 東北被災地 5

（２） 被災地以外の東北 1

（３） 東北以外 4

② 性別

（１） 男性 9

（２） 女性 1

③ 年齢

（１） 20 歳未満 0

（２） 20 歳以上 40 歳未満 1

（３） 40 歳以上 60 歳未満 6

（４） 60 歳以上 3

④ 福島県沿岸部に行ったことがあるか ?

（１） 4 年以内に行った 5

（２） これから行こうと思う 2

（３） 行きたくない 1

（４） いずれでもない 2

⑤ 富岡町に行ったことがあるか ? 

（１） 4 年以内に行った 4

（２） これから行く予定 2

（３） 行きたくない 1

（４） いずれでもない 3

⑥ 楢葉町に行ったことがあるか ? 

（１） 4 年以内に行った 3

（２） これから行く予定 3

（３） 行きたくない 1

（４） いずれでもない 3

⑦ 富岡町の除染作業を知っているか ?

（１） 現場で除染作業を見た 3

（２） ニュース等で知っている 7

（３） 知らない 0

（４） いずれでもない 0

⑧ 富岡町の除染で発生した除去土壌の量について

（１） 膨大な量であることを知っている 6

（２） どれくらいか想像もつかない 4

（３） そうしたものがあることを知らない 0

（４） いずれでもない 0

⑨ 楢葉町の避難指示解除 (9/5) を知っているか ? 

（１） 知っている 8

（２） 知らない 2

（３） 関心がない 0

（４） いずれでもない 0

⑩ 楢葉町の避難指示解除 (9/5) はどうなるか ? 

（１） うまくいくと思う 0

（２） 急ぎすぎの感じがする 5

（３） 問題だらけでうまくいかない 3

（４） いずれでもない 2


